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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
466
回

＝
特
別
連
載
＝

京
都
大
学
の
活
動
報
告

さ
ら
な
る
頭
脳
循
環
へ

刺
激
に
な
っ
た
日
中
研
究
交
流

２
０
２
５
年
８
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
の
６
日
間
、

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
助
成
に
よ
り
、
合
肥
工
業
大

学
（
中
国
）
の
機
械
工
程
学
院
摩
擦
学
研
究
所
の
ジ

ミ
ン
・
シ
ュ
ー
准
教
授
、
ジ
ュ
チ
ェ
ン
・
チ
ャ
ン
准

教
授
と
２
名
の
修
士
学
生
を
招
へ
い
し
、
国
際
交
流

事
業
を
実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
コ
ー
ス

名
は
「
科
学
技
術
体
験
コ
ー
ス
」
で
あ
り
、
交
流
研

究
の
テ
ー
マ
は
「
境
界
潤
滑
現
象
の
理
解
に
向
け
た

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
評
価
・
分
析
技
術
の
高
度
化
と
展

開
」
と
し
て
、
合
同
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
実
験
実
習
体

験
を
中
心
と
し
た
交
流
を
行
っ
た
。

■
申
請
に
至
っ
た
背
景

合
肥
工
業
大
学
は
、
２
０
０
５
年
に
国
家
「
２
１

１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
重
点
大
学
に
、
２
０
０
９
年
に

国
家
「
９
８
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
優
位
分
野
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
大
学
に
、
そ
し
て
２

０
１
７
年
に
国
家
双
一
流
大
学
に
選
ば
れ
た
今
非
常

に
勢
い
の
あ
る
大
学
で
あ
る
。
同
大
学
は
「
人
材
で

大
学
を
強
化
す
る
」
と
い
う
戦
略
を
精
力
的
に
実
施

し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。

実
際
、
９
つ
の
学
問
分
野
が
Ｅ
Ｓ
Ｉ
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
の
上
位
１
％
に
入
り
、
そ
の
う
ち
、
工
程
科
学
学

問
分
野
は
Ｅ
Ｓ
Ｉ
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
０
・
１

％
に
入
っ
て
い
る
。
英
国
や
米
国
を
含
む
１
０
０
以

上
の
著
名
な
大
学
と
交
流
・
協
力
関
係
を
結
ん
で
お

り
、
毎
年
、
中
国
内
外
の
多
く
の
有
名
大
学
と
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
共
同
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

学
校
運
営
、
異
文
化
交
流
、
実
習
な
ど
の
協
力
、
各

種
学
術
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
合
肥
工
業
大
学
摩
擦
学
研
究
所
の
ジ
ミ
ン
・

シ
ュ
ー
准
教
授
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
24
年
度
に

か
け
て
、
中
国
国
家
留
学
基
金
管
理
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ

Ｃ
）
に
よ
る
奨
学
金
に
よ
り
当
研
究
室
に
招
へ
い
外

国
人
学
者
と
し
て
１
年
間
滞
在
さ
れ
た
。
そ
の
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
共
同
研
究
を
実
施
す
る
と
も
に
、
将
来

の
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
く

の
議
論
を
行
っ
た
。

近
年
、
中
国
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
に
向

け
て
莫
大
な
予
算
を
投
資
し
て
お
り
、
ト
ラ
イ
ボ
ロ

ジ
ー
技
術
に
お
い
て
も
そ
の
分
野
を
先
導
す
る
国
家

と
し
て
一
躍
名
乗
り
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
本

交
流
は
そ
の
よ
う
な
中
国
の
動
向
を
直
接
的
に
感
じ

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
、
当
研
究
室
の
ス
タ
ッ

フ
、
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
る
の
み
な

ら
ず
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
交
流
が
さ
ら
な
る
頭

脳
循
環
を
生
む
と
考
え
、
申
請
に
至
っ
た
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
両
研
究
室
の

研
究
を
紹
介
す
る
合
同
セ
ミ
ナ
ー
と
実
験
実
習
体
験

を
中
心
と
し
た
も
の
と
し
た
。
合
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

両
研
究
室
か
ら
４
名
ず
つ
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
、
議
論
を
通
し
て
互
い
の
研

究
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
合
っ
た
。
ま
た
実
習

で
は
、
２
班
に
分
か
れ
て
実
際
の
装
置
を
用
い
た
実

験
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
。
具
体
的
に
は
、

１
班
は
周
波
数
変
調
式
原
子
間
力
顕
微
鏡
（
Ｆ
Ｍ

－

Ａ
Ｆ
Ｍ
）
を
用
い
た
分
析
実
習
を
、
２
班
は
狭
小
す

き
ま
摺
動
試
験
機
を
用
い
た
評
価
実
習
を
行
い
、
グ

ラ
フ
ァ
イ
ト
や
Ｍ
Ｘ
ｅ
ｎ
ｅ
と
い
っ
た
近
年
注
目
さ

れ
て
い
る
二
次
元
材
料
を
対
象
と
し
た
実
験
に
取
り
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組
ん
だ
。
そ
し
て
最
後
に
得
ら
れ
た
結
果
に
関
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
実
習
の
意
義

と
成
果
を
共
有
し
、
今
後
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

■
今
後
の
展
望

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る

近
年
の
中
国
の
発
展
は
極
め
て
目
覚
ま
し
く
、
合
肥

工
業
大
学
も
そ
の
技
術
の
先
導
を
担
っ
て
い
る
機
関

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
交
流
は
日
本
側
に
と

っ
て
も
得
る
も
の
が
非
常
に
大
き
っ
た
。
特
に
近
年
、

超
低
摩
擦
技
術
の
開
発
は
世
界
的
に
も
中
国
が
先
導

し
て
お
り
、
本
交
流
を
通
し
て
現
在
の
中
国
の
研
究

動
向
を
直
接
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

彼
ら
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
当
研
究
室
の
ス

タ
ッ
フ
、
学
生
に
も
と
て
も
刺
激
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
本
招
へ
い
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
合
肥

工
業
大
の
１
名
の
修
士
課
程
学
生
が
当
研
究
室
へ
の

留
学
を
希
望
し
、
現
在
、
中
国
の
奨
学
金
制
度
に
応

募
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
が
国
境
を
超
え
た

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
繋
が
り
、
人
類
の
さ
ら
な

る
発
展
を
促
す
新
し
い
科
学
技
術
の
創
出
に
繋
が
る

こ
と
を
心
か
ら
期
待
す
る
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
Ｊ
Ｓ
Ｔ
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
を
支
え
て
下
さ

っ
た
多
く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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